
 

 

示 談 書 
 

（以下「甲」）と、    （以下「乙」）は、以下のように示談が
成立した。 
 

１．発生日時  

２．発生場所  

３．事故の状況  

 

４．示談の内容  

 

甲、乙間で示談が成立したことの証として、示談書を二通作成し、甲、乙それぞれが
署名押印の上、甲乙各一通を所有する。 
 
令和    年   月   日 
 

（甲） 
住所 
氏名                        印 
 
（乙） 
住所 
氏名                        印 

 


